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図2　ゲル-プ発想法の拡張
提案ツ-ルではアイデアの発展につながるコミュニケーションを促進でき,シートの電子化に伴う問
題を改善できることが確認できた.
第4章　創造的な訣題解決を支援する非同期コミュニケ-ションツール
本章では,個々のメンバのタイミングでメッセージを発信できる非同期性を活かし.空間的･時間
的制約が少ない創造的活動を支援する手法を提案する.
同期コミュニケーションでは,授業時間の制約上,制限時間内でのメンバのタイミングの良い発富
が求められる.これに対し非同期コミュニケーションでは,メンバ毎のタイミングでメッセージをや
り取りできるという特性があるためメンバに対する制限･制約が少なく,時間をかけ注意を集中しア
イデアを発想させることが期待できる.本研究では.非同期コミュニケーションによりメンバ軽のタ
イミングでメッセージをやり取りできる,新たなグループ発想法のルールを提案する.提案手法にお
けるルールは,図3, 4に示すアイデア発展のルール及びアイデア評価のル-ルからなる.グループ発
想作業では.最初にアイデア発展のル-ル,次にアイデア評価のルールに従って作業する.ただし,
図3, 4のアイデア発展及びアイデア評価のルールは､ 3名l組のグループにおける1名のメンバに対
するメッセージであり.グループ内では3名のメンバ分のメッセージが非同期に流れることになる.
この手法に基づき,非同期コミュニケーションツ-ルを実現する,本ツールでは電子メールを用い
る.すなわち,既存のメールサーバを用いて,グループ発想作業を促すメッセージの送信およびユー
ザからの返信メッセージの受信を行う仕組みをサーバとして構築する.電子メールの解析は､件名の
テキスト,本文にタグを埋め込むことによりどこに何が記述されているかを判別する.グループ発想
作業は基本的に,本ツ-ルからの作業を指示する電子メールに返信する形式で行う,
提案手法の有効性を明らかにするために,大学演習授業への実践的な評価実験を行った.非同期コ
ミュニケ-ションツ-ル及び同期コミュニケーションツールを用い.その各々のツールの効果を評価
した.同期コミュニケ-ションについては,制限時間内で効果的に作業を行えるように,発言が進行
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非同期コミュニケーションによるアイデア発展のルール
(1)グループのメンバ1が焦点法で得られたアイデアおよび
そのアピールポイントを書いたメッセージをメンバ2, 3
に伝える
(2)メンバ2(またはメンバ3)は, (1)のアイデアの良い息
発展案およびそのアピールポイントを書いたメッセージ
をメンバ3(またはメンバ2)に伝える
(3)メンバ3(またはメンバ2)は, (2)のアイデアの良い点,
発展案およびそのアピールポイントを書いたメッセージ
をメンバ1に伝える
(4)メンバ1は, (3)のメッセ一一ジを受け取り,最終案を
まとめる
図3　アイデア発展のルール
(4)Member3
非同期コミュニケーションによるアイデア評価のルール
(1)グループのメンバ1が最終案およびそのアピールポイント
を書いたメッセージをメンバ2, 3に伝える
(2)メンバ2(またはメンバ3)は, (1)の最終案の良い点,
最終案をより良くするコメントを書いたメッセージを
メンバ1に伝える
(3)メンバ1が,メンバ2(またはメンバ3)の評価についての
感想.補足説明を書いたメッセージを返答する
(4)メンバ2(またはメンバ3)が, (3)の返答メッセージを
受け取り終了となる
図4　アイデア評価のルール
役により指示され,メンバが指示に従いタイミング良く発言するように拡張したものを用いた.被験
者は1年生12名で, 3名1組を1つのグループとして4つのグループに分け,半分の2つのグループ
にそれぞれのツールを使用させた･その結果,同期コミュニケーションツールでは,時間制限や進行
役により指示を与え発言を強制しても,メンバが必ずしもタイミング良く発言できるわけではなかっ
た･一方,非同期コミュニケーションツールでは,メンバ毎のタイミングで発言ができるため,すべ
てのメンバが~一人も欠くことなく発言ができ,メンバ毎のアイデア数を,ある程度保つことができた.
第5章　結論
本研究では,メンバ全員が積極的に参加し効果的に創造的な課題解決を行うことができる,知識の
組織的な活用方法を確立することを目的とし,知識の組織的な活用方法を定めた新たなグループ発想
法を提案した･そして,大学教育における創造性の育成のために,これを導入した新たなグループ学
習手法を提案した･この手法では,従来手法における,能力の高いメンバが先導してしまい能力の低
いメンバが積極的に参加できない,他のメンバに同調するだけの消極的なメンバが現れるなどの問題
点を解決することができる･すなわち,メンバ全員の課題解決を効果的に行わせるために,組織(グ
ループ)を形成しその知識を組織的に活用させることにより,この間題を解決している.
また,本研究では創造性を育成する教育の普及および教育以外への応用を考慮し,コンピュータネ
ットワークによる同期コミュニケーション,非同期コミュニケーションのそれぞれの利点を活かした
2種類の支援ツールを実現した･これにより,創造性育成教育を普及させる環境を提供することがで
きる･これらのツールは教育以外への応用として,一般の人々の創造的な課題解決に活用することも
可能である.
今後の課題としては,応用範囲を拡大させるために,認知心理学の分野におけるリフレクション(内
省)の観点などから有効性を検討することが求められる.そして,より創造性が求められる大学,企
業での研究,開発などを対象とし適用可能性を検討することが求められる.また, 2種類の支援ツー
ルが有効活用できる場面を拡大するために, 2種類の支援ツールの使い分けを調査する必要がある.
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論文事査結果の要旨
大学教育では創造性の育成が求められており,その取り組みの一つとして､グループ学習手法を活用して
課題を解決する講義や演習が広く行われている｡しかし､グループによる自主的な活動に依存するため､能
力の高い者が先導し能力の低い者が積権的に参加できない,或いは､同調するだけの消極的な参加者が現れ
るなどの問題があり､必ずしも期待した結果は得られていないのが現状である｡そこで筆者は､組織(グル
ー7)による創造的活動を対象として､構成員全員が積極的に参加して効果的に課題解決を行うための知識
の組織的な括用方法について詳細に検討した｡本論文は､その成果をまとめたもので､全編5番から成る｡
第1章は序論である｡
策2章では,知識の組織的な活用方法を定めたグル-プ発想法及びこれを導入したグループ学習手法を提
案している.すなわち､個人の創造的な活動を促進するために､グループを形成し.構成員の知識を組織的
に活用することにより､全てのグループ構成員が積極的に参加して創造的な課席解決が行なえることを実験
的に確認した｡これは創造性育成にとって有効な新しい手法である｡
第3車では､同期コミュニケーションを活用して､前章のグループ学習手法では不可能であった･即時性
を活かした相互作用を促進する手法を提案している｡すなわち､捷案手法に基づいて､アイデア評価をもと
にしたコミュニケーションに基づく支援ツールを実現し､評価実験により､アイデアを発想･発展させるコ
ミュニケーションを促進し､創造的な課題解決が可能となることを実証した｡本成果は､創造性育成教育の
普及に大きく寄与するものとして高く評価できる｡
第4奇では､グループ構成員毎のタイミングで非同期にメッセ-ジを発信しながら創造的活動を行なう手
法を標案している｡更に､提案手法に基づいて､非同期コミュニケーションを取り入れた支援ツールを実現
し､アイデアの発想･発展に対する空間的･時間的制約を低減し,構成員毎の発言やアイデア数を維持しつ
っ.効果的に創造的な課題解決が行なえることを実証した｡これは第3章で得られた成果と共に､創造性育
成教育の普及､および教育以外への応用も可能とする実践的な手法を提供するものとして高く評価できるC
第5章は結論である｡
以上要するに本論文は､創造的活動に伴う知識を組織的に活用するための新しい手法を授案し･教育現場
における実験を通してその有効性を実証したもので､創造的活動を支援する知識情報処理ならびに応用情報
科学の発展に寄与するところが少なくない｡
よって.本論文は､博士(情報科学)の学位論文として合格と認める｡
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